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　要旨：術後にブーシナク持続気道陽圧（B�CPAP）装置を使用して低酸素血症が改善した症例を報告す

る．７２歳の男性で，閉塞性動脈硬化症で大腿切断術が施行された．術後，酸素 １０L/分のマスク投与で 

SpO２ は９１％であった．B�CPAP 装置で持続気道陽圧 ５cmH２O を開始し，１
　
 分後に SpO２ は１００％となっ

た．B�CPAP 装置を１時間使用した．B�CPAP 中止後の SpO２ は，酸素 １０L/分で９７％で経過し，その

後 SpO２ は低下しなかった．
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